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ASTRO-H衛星搭載硬X線撮像検出器 (HXI)の統合試験における半導体
両面ストリップ主検出部の応答調査
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ASTRO-Hは 2015年度打ち上げ予定の次期 X線観測衛星で、Hard X-ray Imager (HXI) はそれに搭載する
5− 80 keVの帯域を担う硬 X線撮像分光器である。HXIは、鏡で反射された視野内の X線を検出する両面スト
リップ半導体検出器から成るカメラ部と、視野外からのバックグラウンド (BGD)放射線をBGOシンチレータで
検出しカメラ部との反同時係数をとることで除去するアクティブシールド部とで構成される。これらは地上試験用
の Engineering Model (EM)を用いて独立に検証試験が行われてきたが、実際に宇宙へ打ち上げる Flight Model
を組み立てる直前の最終段階として、２つを統合したHXIとしての性能評価試験を行う必要がある。
そこで、シールド部とカメラ部の EMを結合して HXIとして組み上げた初の Full EMを作成し、実際の運用

で予想される状況を模擬した検証試験を ISASで行った。本講演ではこれまでに行われた、主に以下の 3点の試
験結果について、カメラ部の応答を主点に報告する。(1)統合系での読み出し試験の後、線源を用いてカメラ部が
これまでの独立試験と同等の性能が発揮されていることの確認。(2)シールドとの反同時係数を取るためのタイミ
ング調査をした後、カメラ部で BGDスペクトルを測定し、シールドによる BGD除去率を検証。(3)軌道上での
キャリブレーション用に 2 Bqの微弱な Am線源を搭載予定であるが、この線源強度からキャリブレーションに
必要な統計が得られるかの検証。


